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表 1. 1 . 1 大阪府における府内総生産額，人口，土地利用の変化
府内総生産額 人口 土地利用・・・
年度
憧円・伸び宰・・ 千人伸び率・・ 宅地 農地
昭和30年 22528 
-ー
4618 13.8 30.8 
40 87796 289.7 6657 44.2 21.4 20.7 
50 189982 116.4 8279 24.7 29.8 16.7 


































主成分分析法とは p個の特性値(p変量) XI， X2，… Xpのもつ情報を次の二
つの条件老満足するm個 (mく p)の総合特性値 ZI， Z2，… Z m (第 1，第2，
…第m主成分〉に要約する手法として定義されている 3>
ZI= 1 ttXt+ 112x2+--・+1 I p X p 
Z2= 12tXt+ 122x2+…+ 1 2 p X p 
--・・・・・・・・
z冊 ImlXl+1m2X2+…+1 m p X p 
p 
ただし， L:lki=l (k=1，2，…m) 
i = 1 
条件(1)Z kとZk' (k:tk.. k， k'=1，2，…冊〉の相聞はすべてゼロである.
条件(2)Z 1の分散は (Xt， X2，… X p)のあらゆる 1次式のもつ分散のうち最大
である Z2の分散は ZIと無相聞なあらゆる 1次式のなかで最大である.
以下同様にして Z聞の分散は Zt， Z2，… Z m-lのすべての無相聞な 1次式
のなかで最大である.






































































表 1. 1 .2 主成分の因子負荷量と固有値
変数¥主成分 第 1 第2 第3 第4 第5
1 0 1 D面積率 0;8"352 -0.1510 0.0030 -0.3036 -0.2018 
2宅地増加率 0.3387 (L.7221 0.2932 -0.2103 -0.1259 
3民有地地価 0.5977 -0.3418 -0.1463 -0.0520 -0.0754 
4人口密度 O~85T6 -0.0865 -0.0481 -0.2344 -0.1809 
5人口増加率・ -0.4004 O~J'636 -0.1806 -0.0021 -0.0746 
6二次産業就業者率 0.1262 -0.0157 :O"，A326 ー0.0611 -0.3766 
7同変化率' -0 .1599 03836 ー0.2125 0.0142 0.0124 
8二次産業就業者率 0.1990 0.1408 ""0.8457 -0.1917 -0.1481 
9同変化率・ ー0.1686 QJ'85ill ー0.1290 -0.0308 ー0.1520
10千人当たり事業所教 0.2154 -0.2134 O~81 竜3 -0.0209 -0.0018 
1 千人当たり出荷額 0.6413 -0.2567 0.4191 -0.3688 -0.1945 
12千人当たり商庖数 。‘7336 -0.4612 0.2362 -0.0254 -0.0001 
13千人当たり販売額 0.6927 -0.1839 0.1598 -0.3552 -0.2803 
14出荷額増加率・ 0.2415 0.5658 0.2283 0.1744 0.1366 
15販売額増加率・ -0.1600 0.5341 -0.2962 ー0.4241 -0.1354 
16農家率 -0.3383 -0.0602 0.0002 O~8837 0.1553 
1 二種兼業農家率 0.2503 0.1808 -0.0515 -:'(}‘&153 0.0186 
18農家教揖少率・ 0.2993 0.1532 -0.1537 -0.4619 -0.1356 
19耕地率 -0.0773 -0.2213 -0.2884 0.6019 0.0040 
20耕地面積減少率・ 0.2636 0.5874 -0.0086 -0.3579 -0.1616 
21戸当り農業租生産額 ー0.2915 量0.0382 0.1102 Ö~:844語 0.0408 
22林家率 -0.2101 ー0.0041 -0.1056 0.0652 ふ{h9257
23肺野率 日でJt~空a.~聖 -0.0607 -0.0915 0.0421 0.3633 
唱" "冒，ー ..‘冒・冒・a冒・.a・.・:・.ー・
一ー .-・・・・・・・・・・・F 喝司咽・h ・・・ー ・ー ・ー一-"一_.一_.一."一":'"ー1 ・ー ーーーーーーーーーー--晶晶占晶晶ーーー-- - --ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
固有値 4.83 3.17 2.72 2.45 2.21 




































16 .・21-23 -1 
〈数字は表 1. 1 . 2の変数番号を示す〉
第 2主成分〉因子負荷量の分布〈第 1， 図 1. 1 . 1 
(2)地場類型区分





































































































〈数字は図 1. 1 .2の市町村番号を示す〉
函 1. 1 .3 地場顛型区分〈大阪府下44市町村〉
-27・
表 1. 1 . 3 地域類型別主要指標
書護軍吉 中檀都市r市 衛星都市15巾2耐 近翠都喧14市9酌 近理署山村芝町1 44舗相
面積 Km2 213 469 1001 185 1868 
(11.4) (25.1) (53.6) ( 9.9) (100) 
人口 千人 2636 3609 2382 40 8668 
(30.4) (41.6) (27.5) ( 0.5) (100) 
人口増加率・ % -5.1 4.6 18.4 8.5 4.7 
事業所教 所 20076 18273 7390 96 45829 
(43.8) (39.9) (16.1) ( 0.2) (100) 
工業出荷額 億円 74707 101174 43919 182 219982 
(33.9) (46.0) (20.0) ( 0.1) ( 100) 
商庖数 届 85271 51142 26620 492 163525 
(52.1) (31.3) (16.3) ( 0.3) (100) 
商品販売額 億円 642781 90840 31494 155 765270 
(84.0) (11.9) ( 4.1) ( 0.0) (100) 
農家数 戸 1445 16551 28384 2398 48778 
( 3.0) (33.9) (58.2) ( 4.9) (100) 
農業粗生産額百万 1426 16069 41727 2995 62217 
円 ( 2.3) (25.8) (67.1) ( 4.8) (100) 
宅地面積・・ ha 17098 27834 22308 976 68216 
(25.1) (40.8) (32.7) ( 1.4) (100) 
農地面積 ha 205 4702 13413 1834 20154 
( 1.0) (23.3) (66.6) ( 9.1) (100) 
森林面積 ha . 3127 41529 14451 59107 
( 5.3) (70.3) (24.4) (100) 




































7.7271. n-日.5.8.RG=e"'c.，. u (R 2::: 0.675) 













































昭和30年 35 45 60 40 55 








































昭和却年 35 40 45 田 話 60 
国1. 1 .7 地場類型別人口の推移
資料:大阪府 r大阪府統計年橿J (各年臨〉
-32・
表 1. 1 .4 地域類型別人口の推移
年 中核都市 衛星都市 近郊都市 近郊農山村 全域
昭和30年 2547(55.1) 1289(27.9) 747(16.2) 37( 0.8) 4620 
司事
35 3012(54.7) 1605(29.2) 810(15.5) 35( 0.6) 5505 
18.2 24.5 14.3 -3.1 19.2 
40 3156(47.4) 2331(35.0) 1135(17.0) 35( 0.5) 6657 
4.8 45.2 33.9 0.6 20.9 
45 2981(39.1) 3038(39.9) 1567(20.6) 35( 0.5) 7621 
-5.6 30.4 38.1 -0.6 14.5 
50 2779(33.6) 3451(41.7) 2012(24.3) 37( 0.4) 8279 
-6.8 13.6 28.4 5.7 8.6 
55 2648(31.3) 3558(42.0) 2227(26.3) 40( 0.5) 8473 
-4.7 3.1 10.7 7.9 2.3 
60 2636(30.4) 3609(41.6) 2382(27.5) 40( 0.5) 8668 
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昭和初年 35 40 45 50 5S 曲
図 1. 1 .9 森林面積と蘇林減少率の推移〈大阪府〉
資料:大阪府「大阪府農林水産範計J (各年版〉
おー・
表 1. 1 . 5 地域類型別森林面積の推移
年 樹星都市 近郊都市 近郊農山村 全域
昭和30年 5318 48440 15333 69069 
41.3 648.6 4195.5 149.5 
35 5060 ( 4.9) 47603 (1.7) 15213 (0.8) 67876 (1. 7) 
31.5 557.7 4361.5 123.5 
40 4704 ( 7.0) 45869 (3.6) 14767 (2.9) 65340 (3.7) 
20.0 404.3 4167.9 98.2 
45 4381 ( 6.9) 45007 (1.9) 14497 (I.8) 63885 (2.2) 
14.4 287.3 4116.1 83.8 
50 3131 (28.5) 41274 (8.3) 14211 (2.0) 58616 (8.2) 
9. 1 205.2 3817.1 70.8 
55 3047 ( 2.7) 40942 (0.8) 14205 (0.0) 58202 (0.7) 
8.6 183.9 3535.3 68.7 
60 2955 ( 3.0) 40463 (1. 2) 14192 (0.1) 57901 (1.9) 
8.2 169.5 3584.0 66.8 






















































































































(L F :轟樟面積， P:人口〉
( e :自然対教の底〉









表 1. 1 . 6 地域額型別轟体破壊関数
線型モデル・ 対数線型モデル・.
地域類型
a b r 2・・ C d r 2・・
聞星都市 6788.0 ー0.9906 0.885 12.6359 -0.5534 0.772 
近郊都市 51806.4 -4.870 0.978 11. 8218 -0.1550 0.949 
近郊鹿山村・・・・ 19857.7 -141. 54 0.442 10.9139 -0.3669 0.452 
-一一ーーー--~---ーーーーー圃骨一一一ー一-ーーー ーーーーーーーーーー官官一一一ー一一ー--司ーーーーーーーーー
ー-- --一一一一一 ー一一一一一一一一一i 一ーーー
全 域 84053.1 -2.9391 0.922 13.7126 
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る.ここで()内は t値 r2は自由度修正済み決定係数 sは式の推定標準誤差，
O/Wはゲーピン・ワトソン比をそれぞれ示す.
LF=84053 -2.9391・P (3) 








L F = 78082 -1. 8900・P +3455.16DMY (4) 
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表 1. 1 .7 轟林面積の予樹
項目¥地場類型 中按都市 衛星都市 近郊都市 近郊鹿山村 府下全宅
人口〈昭和60年〉 2636 3609 2382 40 8668 
人口伸び率〈推定〉・ 0.3 0.2 1.0 0.1 0.45 
人口〈昭和75年〉 2760.1 3719.0 2765.7 41.0 9285.8 
------. 晶画・._-------ーーー・・・・・ ・ー -ー 田ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー -唱・.'・.-・ーー・咽--咽・-且 唱・F圃司・ ーー ーー ーー ーー ーー
森林面積(昭和60年〉 。 2955 40463 14192 57901 
轟林面積〈昭和75年〉 。 2854 39871 14061 57077 
轟林誠少面積 ー 101 592 131 824 
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昭和35年 40 45 50 55 60 
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表 1.2 . 3 アンケート調査概要
地域 :高槻市 :岸和田市
対象 :高槻市森体組合員:山間部轟林所有者
標本数 : 628 (全数) : 350 (抽出〉
調査方法:配布留置法 :配布留置法
実施時期:昭和57年10月 :昭和60年3月




































項目¥壇場 高梅 捧和語 能勢・豊能
30ftJ迂芋 U.l 15.l 1'2，.6 
40托 14.8 23.章 2皐.2
50托 3L6 31.5 ~O.2 
60続以上 ，40.8 22.1 3:2，.0 
不明 L7 告 ~8 LO 
農韓業専嚢 I23. 3 1 37.9・I1呈』
農韓~葺襲 I 21.81 17.3 
32.4 19.9 13ι5 
5.君 21.9 14.3 
L5.7 2tL 41 12.1 
1協宣伝溝 :諸.2 部 .2 主3.告g 
1--5ha 30.1 21.9 3:ι7 
10.6 7.2 事‘4
麗績 10--50ha 14.0 ι4 母咽喜
50'ha[鼠上 4帽5 2‘4 L4 







岸和鋸:事 19‘5 21.931.5 15.1 9.'530A) 軒 cO 1'3.5 













表 1.2 .6 森林施業の実施状況〈過去5年間〉
地場¥施業 伐採 造林 下刈 除間伐 枝打 何もせず
高槻市 11.9 14.8 32.2 15.3 15.7 40.3 
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表 1.2 .7 体地開発行為処理経過(大阪府〉
開発用途 昭和49--55年 昭和56-60年 計
工場・事業場用地の造成 5( 3.6) 5( 2.1) 
9( 2.6) 9( 1.3) 
住宅用地の造成 4( 4.0) 9( 6.4) 13( 5.4) 
135(41.8) 143(41.0) 278(41.4) 
ゴルフ場の設置 3( 3.0) 2( 1.4) 5( 2.1) 
32( 9.9) 42(12.0) 74(11.0) 
レジャー施設の設置 4( 4.0) 4( 2.9) 8( 3.3) 
18( 5.6) 16( 4.6) 34( 5.1) 
農用地の造成 2( 2.0) l( 0.7) 3( 1.3) 
6( 1.9) 4( 1.1) 10( 1.5) 
土石の採掘 80(80.8) 103(73.6) 183(76.6) 
120(37.2) 79(22.6) 199(29.6) 
その他 6( 6.1) 16(11.4) 22( 9.2) 
12( 3.7) 46(13.2) 58( 8.6) 
合計 件数 99(100) 140(100) 239(100) 
面積 323(100) 349(100) 672(100) 
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をピークに減少を続け， 60年には172時間と月32時間も短縮されてきた(図 1.2 








































67.1 レクリエーションの場 9.6 
35.2 山菜などの生産 4.3 
29.4 その他 0.1 
25.5 不明 3.3 
回答率(%)
身近な自懇の社会や人間生活に果たしている役割・・
回答項目 緯数 工場地場 住宅地場 農村地場
生活E潤いを与える 12.8 13.9 11.9 10.6 
景観を保全する 6.2 8.1 6.8 2.4 
休息の場を提供する 46.8 52.2 41.0 38.8 
公害を麗和する 31.6 34.8 29.2 30.6 
災害を防止する 11.6 4.3 9.1 29.4 









































G 2= e 4・343・0-0.7目 (R2=0.716)







































22) r身近な自慰』から思い浮かべるものとして 1位は『公園の樹木や花J (3 















































































































図2. 1 .2 歳出総額と林業費の推移〈大阪府〉



























表2. 1 . 1 主要麗入〈一般会計科目別〉割合の推移
科目/年度 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年
車入総額〈億円〉 285 607 1493 3711 7912 11969 15160 
ーー-.晶『ーーー司ーーー『ーーー』 ーーー ーーー ーーー 』 守ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー .ー-一一一一ー一一一一一一ー一一一
自主財源 (96) 67.8 84.3 73.9 79.7 63.3 70.8 74.2 
地方税 53.5 67.7 58.2 60.3 46.8 55.9 60.6 
諸収入 6.1 6.2 9.5 9.9 10.0 10.1 8.3 
使用料 2.6 2.7 2.3 1.9 2.0 3.0 3.7 
その他 5.6 7.7 3.9 7.6 4.5 1.8 1.6 
〒-ー ・ー・--ー -ー~ --ー ーー ーー .ー.-_.ー 『ーーーーーーーー 『ーーーーーーーー一ーー
依存財揮 (96) 32.2 15.7 26.1 20.3 36.7 29.2 25.8 
国支出金 23.8 15.2 19.3 14.9 16.9 18.4 18.9 
地方交付韓 。 。 。 。 。 1.9 0.2 
地方慣 5.2 0.3 6.7 5.1 19.4 8.2 5.2 




科目/年度 30年 35年 40年 45年 50年 55年 60年
轟出緯額〈憧円〉 271 571 1470 3577 7986 11903 15066 
ー-- --ーーー一一一一一一ー 一一 一ー早-- -ーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーー「一一一一一-・---ー『ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
教育費 (96) 39.8 33.1 28.2 24.0 35.8 37.5 38.3 
土木費 10.9 13.9 31.0 33.3 18.3 15.8 13.4 
警察費 13.9 12.1 11.5 9.8 11.8 12.2 10.8 
民政費 1.6 1.5 2.0 2.9 5.7 6.0 6.1 
商工費 2. 1 3.4 5.7 7.4 5.7 5.4 3.6 
農林水産費 4.0 2.4 5.9 3.0 3. 1 1.6 1.5 
(公債費〉 5.8 4.5 8.7 9.8 









































































昭和初年 35 40 45 50 55 回
国2.1 .5 林業費に占める費白別公共事業費割合の推移











昭和35年 40 45 日
図2. 1 .6 造林面積の推移〈大阪府〉
資料:大阪府「婦の環境整備室のしおり J
55 
表 2.1 .3 府営造林における事業別割合の推移
昭和30年代 昭和40年代 昭和50年代
事業¥時期
前半 後半 前半 後半 前半 後半
府営林聾惜 4.5 21.6 .31.3 29.2 19.1 14.5 









121.3 3.4 16.2 10.1 
|日・8 I 32.9 I 2ι8 22. 
1.6:-?0.3 輔JI 28.3I 3叫
4.2 11.0 22.1 : 




表2. 1 .4 大阪府立おける悼務関係組纏現員の推移
年度 30年 40年 50年 60年
関係課・室 林務 水産林務 森体育成 緑の環境
自然保護 整備室
F 一一・ーーー---一一ー』ーーーーーー-- -一T 一一一ーーー早ーーーーー目ー--ーーー由--
現員数 77 67 133 126 
ーーーー --一ー 一 ーーーー----一一一ーー---------ー--一一一一一一
庶務・企画 90 ) 7(1) 13(2) 10(1) 
体政・計画・ 15(2) 7(1) 6(1) 
林業普及 8(1 ) 5(1) 5(1) 9(2) 
遺体 8(1) 7(1) 11(2) 15(2) 
〈出先〉・・ 3(1 ) 2(1) 
治山 23(1) 4(1) 5(1) 5(1) 
(出先〉 ・・ 26(1) 61(4) 51(5) 
林道・・・・ 8(1) 5(1) 
緑化 10(2) 7(1) 
自察保護 11(2) 13(2) 




























































































事業¥年度 55 60 
自慰保護費 61249 56928 462 31948 162396 
(90.2) (99.8) (82.7) (48.4) (41.8) 
鳥獣保護事三一一一一-1-152 m 1842 2m m 
(90.2) (2.1) (0.9) (2.1) (2.7) 
自察環境保全事業 550 3137 4455 
( 0.3) ( 2.5) ( 3.3) 
自費き公園整憧・管理事業| 56889 9456 6089 
(29.0) ( 7.5) ( 4.5) 
府民の轟整備・智理事業| 31270 99440 46503 41692 
(97.7) (50.6) (36.4) (30.6) 
その他自禦保護関連事業| 3716 950 
( 1.9) ( 0.7) 
緑化対軍費 50 70 33944 65428 79254 
( 9.8) ( 0.2) (17.3) (51.6) (58.2) 
緑化推進事業 20 3877 1328 24073 
( 0.0) ( 2.0) ( 1.0) (17.7) 
緑化樹配布事業 50 50 29947 25421 29296 
( 9.8) ( 0.1) (15.3) (20.1) (21.5) 
その他緑化関連事業 120 38680 25886 
( 0.0) (30.5) (19.0) 
自慰保護対置費 512 32018 196341 126677 136182 
林業費に占める割合 1.3 31.0 62.5 41.3 40.2 
上鹿数字:予算額(万円〉
下康〈 〉内数字:自健保護対策費民対する構成比 (96)





































事業 指定地場 事業期間 主要事業種目・ 事業費・・
第一次 河内長野市 昭和42-44年 ①@@ 7000 
林構事業 能勢町 昭和45-47年 @@@ 6800 
高槻市 昭和47-49年 ①@@@ 6747 
第二次 能葬町 昭和48-51年 ①@@@ 17653 
体構事業 河内長野市 昭和50-53年 ①@@⑦ 17600 
高槻市 昭和5i-54年 @@⑦ 19000 
高槻市〈追加 昭和55-56年 @@ 10000 
第三次 高槻市 昭和57-65年 ⑤⑦@ 48900 
体構事業 河内長野市 昭和61-65年 @⑦@ 51000 
近 郊 岸和田市 昭和43...45年 ①@@ 3000 
林構事業 茨木市 昭和44-46年 @@@ 2996 
千早赤坂村 昭和4-..46年 @@ 3299 
府単独 泉佐野市 昭和45...47年 ①@@ 3100 
事 業 東能勢村・・・ 昭和45...47年 ①@@ 2599 
貝塚市 昭和46...四年 ①<i>Q)@ 3000 













































表2. 1 .7 保安林面積の推移
保安排¥年度 20年 30年 40年 45年 50年 55年 60年
水顔面養 1743 3895 5233 5422 5532 7162 
土砂積出防備 1042 2372 3671 3649 3646 3886 4576 
土砂崩壊防備 7 48 58 58 58 62 62 
干害防備 29 5 16 56 108 111 
風致 143 143 139 137 137 137 137 
保健休養 185 458 1702 
計 1225 4370 7800 9117 9338 9846 13767 
ー一一ー ーーーー円一一--ーーーー官一一一ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーー一一一一-- -ーーーーーーーーーーーー--白色.--ー
保安梓宰(96) 1.9 6.6 11.5 13.8 15.6 16.6 20.0 





































































































































































































































































































森林機能¥計画区 豊能 三島 河内 長野 泉南
木材生産 3208 5542 3604 8618 3762 
水掠画養 4100 2627 3529 5495 3088 
山地災害防止 5126 1043 6000 6032 4866 
保健保全 3612 4902 6770 3997 3999 
ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー白ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー




















一般補助造林 80.2 22.2 
補助造林|森林総合整備 110.8 30.7 
農林漁業振興 12.2 3.3 
小計 203.2 56.2 
府営林整備 20.2 5.6 
保安林改良 13.8 3.8 
府営造林|特殊跡地改良 34.2 9.5 
松〈い虫跡地 9.6 2.7 
水源椋造成 42.4 11.7 
生活環境保全林 27.4 7.6 
小計 147.6 40.9 
ーーーー-- - - ....ーーー圃ーーーーーーーーーー一一ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー由ーーー
自力造林 10.6 2.9 


































種類別 面積(ha) 地域別 面積〈構成比〉
御大典記念 414 豊能計画区 281 (18.7) 
講和記念 298 ニ島計画区 222 (14.8) 
府行分収林 治山対策 I 614 河内計画区 380 (25.3) 
治山対策E 178 長野計画区 93 ( 6.2) 



































































































































指標 単位|昭和40年 45 50 55 60 全国f
設立組合数 組合 30 27 26 26 22 1841 
(活動組合数〉 (25) (22) (22) (20) (17 (1770) 
合併件数ー 件 4 3 2 
-ーーーー--ー ーー ・・ー ーーーーーーーーーー-- - 一一』ーーーーーーーーー田ーーーーー守一一一一一ーー'ーーーーーーーーー・世ー-ーー・.-ーーーーーー国冒
組合員数 人 7650 7316 7296 7429 7404 
組合当たり組合員数b 人 283 333 365 371 435 I 1004 
払込済出資金額 万円 1171 1412 1895 4196 7926 
(伸び率)c % 20.6 27.1 121. 4 88.9 
組合当たり出資金額a 千円
組合員当たり出資金額千円 1.5 1.9 2.6 5.6 10.7 I 15.4 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー『ーー早ーーーーーーーーー 喧ーーーーーーーーー--ーーーーー ーーーー-- -司ー
組合員所有民有林面積 ha 41495 41752 37744 37220 38775 
組合当り所有民有林面積 ha l醐 1898 1附 1861汁剛
地域内森林面積占有率d % 81.2 89.1 80.7 79.4 80.2 I 70 
森体所有者組織率e % 83.0 71.7 69.7 66.0 63.3 I 55 
一一一ー------ーーーーーーー ーーーーー一一一一一一一一一ー =ーーーーーーー品畳一一一一一一一一一一 一一一一一一一一『一一一一一 一一一一一一一一一
常勤役職員のいる組合数 9 9 7 5 5 
労務班を有する組合数 3 3 3 3 4 
労務班員数 人 65 114 157 244 430 
一ー・・ー一一 ーーー ーーー田ーー------~
ー--ーーーーー----ーーーーーーーーーーーーーーー ι 一一宇田肝ーーーーーー..・ーーーーーーーー
年間事業収益額 百万円 84 214 602 954 1235 









































































































事援管理責充足率11 ， llO 




































































































































水源画養保安林 7162 58.4 (69.4) 
土砂涜出防備保安林 4576 37.3 (21.0) 
土砂崩壊防備保安体 62 0.5 ( 0.6) 
防 風保 安 林 ( 0.6) 
調害防備保安林 7 ( 0.2) 
干害防備保安跡 111 0.9 ( 0.4) 
落石防備保安林 ( 0.0) 
防 火 保 安 林 ( 0.0) 
魚っき保安体 7 ( 0.3) 
保健保 安 体 189(1513・・)12.3 ( 6.1) 
風 致 保 安 体 137 1.1 ( 0.3) 
一ーーーーーーー ーーーーー------ ーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーー邑


















固定資産税の減免 28.6 立木の損失補償 7.8 
相続曹の誠免 24. I 伐採調整資金の融資 7.6 
睦与視の誠免 13.6 拡大遺体補助金のかさ上げ 7.2 
治山事業の適用 11.4 育林補助金のがき上げ 4.7 
保安林改良事業の適用 8.0 
保安林化の意向










































区分 事業区分 面積 事業費 事業費構成比・
山地治山 復旧治山 9.9 130000 32.7 (47.5) 
予防治山 4.7 100000 25.1 (15.2) 
松くい虫被害緊急対軍治山 33.0 15000 3.8 ( 0.9) 
--由ー 一一一一 一ーーー--
干ー品目ー--一ーーーーーーー一一一ー一ー 一ー ーー---・ーーーー ーー--~---ー- ---ー一一ーーーーーーーーーー-- --一一一ーーー
韓合治山 重点保全地区韓合治山 2.6 11000 2.8 ( 3.7) 
重要水源山地整備治山 80.9 60000 15.1 ( 4.1) 
特別水額山地整備治山 111.3 20000 5.0 ( 
-ー ーー 一一一←一ー ー ー--ーーー -ーーー--~---- ーーーーー一一-- ーーー--- - ~一一』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-一一
保安林整備 保安林改良 106.4 15000 3.8 ( 3.2) 
保育 61.0 9000 2.2 ( 
生活環境保全体整備 116.2 34000 8.5 ( 2.7) 
重要読墳保安林韓合整儲 27.3 3300 0.8 ( 
国庫補助事業計 1075.5 398000 100.0 









































































12 ( 2.0) 
214 (34.8) 
62 (10.1) 
26 ( 4.2) 
8 ( 1.3) 






450 ( 9.4) 
2325 (48.8) 
378 ( 7.9) 
107 ( 2.3) 
34 ( 0.7) 
45 ( 0.9) 
1424 (29.9) 
4764(100.0) 

















































































































































































































































一一一一ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 一ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー
' 恒ー __-.:.t.:._ 
森体利用の課題
' ' a 
t 
' 
都市近郊林の有効利用〈轟体構能の高度発揮) I : 
轟林の軽構・公益面接能の調和の確保
最適利用区分ti:よ吾轟樟利用の適正化
.ー +ーー ーー 一ー一一 i一一一ー ーー ーー ーー ーー ー



































































































































































































































































項目¥区分 1 2 3 4 5 6 7 8 備考
土 境 L. M.. H-. • ランク
土壌生産力 なし 5 4 3 2 等級
表層地質〈防災〉 L M H ランク
表層地質〈水車〉 L M H ランク
傾 斜 0-8 8-却 却~却 30...40 制~ 度
斜 面 方 向 NE N NW M sw S SE E 方位
斜 面 形 状 L M H ランク
標 高 -10 10...20 加...40 40...即 60-80 80- 10m 
地 質 構 造 L M H ランク
谷 密 度 0-2 3...4 5...6 7...8 9-10 10- 本
植生自態度 2-3 4-5 6 7-8 9-10 度数
轟 体 構 成 L M H ランク
名 勝 L M H ランク
河川・湖沼 L M H ランク
主.. 邑E 観 L M H ランク
施 業 制 隈 禁伐 択伐可 皆伐可 なし 制限事項
所 有 形 態 T"'~"'D.，，，Oーその他 財産区 寺社 公有
利用期待性 L M H ランク
利 用 施 設 L M H ランク
行 動 性 L M H ランク
農業振興地場 農用地 農振地場 無指定
都市計画区場 市街化区場調整区場 風致区場 区場外
集落までの距躍 2.5 .. 1.5-2.5 1.0-1.5 0.5-1.0 -0.5 Km 
駅までの距腫 4.0 .. 2.0-4.0 1.0...2.0 0.5-1.0 -0.5 Km 
幹線道までの距腫 2.5- 2.0-2.5 1.5...2.0 1.0-1.5 0.4-1.0 0.4-日。2 -0.2 Km 







変 教 |第 1主成分 第2主成分 第 3主成分 第4主成分
土 壇 0.8362 0.0157 0.0387 0.0569 
土壇生産力 0.8021 0.0258 -0.0288 -0.0213 
表層地質(防災〉 -0.0400 0.8488 -0.0007 -0.0206 
表層地質(水車〉 -0.0276 0.8041 0.0336 0.0862 
傾 斜 0.4414 -0.1400 0.0496 -0.2495 
斜 面 方 向 -0.0082 0.0670 -0.0142 0.1485 
斜 面 形 状 0.2798 -0.0086 -0.0305 -0.2559 
標 同 0.5163 0.0306 0.0722 -0.4733 
地 質 構 造 0.0991 0.7792 ー0.0055 -0.0024 
谷 密 度 0.1464 0.0297 0.1313 0.3389 
植生自禁度 -0.0638 -0.0714 ー0.0152 0.0595 
轟 林 構 成 -0.0014 0.0026 0.4826 0.1285 
名 勝 -0.0590 -0.0056 0.4716 -0.0538 
河川 . 湖詔 0.0219 -0.1300 0.5932 0.0299 
亙属呈高L 観 0.3406 0.3178 0.4756 0.0657 
瞳 業 帝l 隈 0.0686 0.0649 0.5231 0.0660 
所 育 形 態 -0.2053 0.0773 0.4143 -0.2025 
利用期待性 -0.1861 0.1555 0.0884 0.8178 
手。 用 施 設 -0.1595 0.1200 0.3779 -0.0687 
行 動 性 0.0905 0.0359 0.5110 0.0597 
農業振興地場 0.1227 -0.1785 -0.0646 0.1621 
都市計画区填 開0.1028 0.0766 -0.0286 -0.8223 
集落までの距離 -0.1495 0.2768 -0.0653 0.1825 
駅までの距麗 0.0360 -0.0469 -0.0362 -0.0141 
幹韓道までの距薩 0.0988 0.0447 0.1750 -0.0171 
地 価 -0.0621 0.0265 0.0128 。.1204
ーーー-一-- -ー一ーー ーーーーーー 『ー『ーーーーーーーーーーーー字国ーーーーーー-----晶曹司由申ー--ーーーーーーー・ー，ーー--ー
固 育 値 2.21 2.29 2.00 1.96 

























































①地形的因子， ②利用的因子， @地利的因子の 3グループである. このうち， ① 
の地形的因子は土壇， 地影， 標高の各因子に区分され， 土壌はさらに土壇(土壌，




























































主成分 第 I主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分
意 昧 木材生産 水源緬養 保健休養 国土防災
関与する 土壌生産力 谷密度，標高 景観 表層地質
変 教 施業制限 自慰植生度 利用期待性 傾斜
固有値 1.93 1.58 1.20 1.01 
寄与率 21.4 17 .6 13.3 11.2 














































































































































































ZI 主成分〈木材生産槙能〉 ZIく Z2t Z 3， 
Z . ただし ZI亘7
Z2 主成分〈水標語養橿能) Z2く ZI，Z3， Z4 
ただし Z2壬7
Z3 主成分〈保健休養槙能) Z3< ZI， Z2， Z4 ただし Z3壬7
Z . 主成分〈国土防災横能〉 Z4く Z1. Z2t Z3 ただし Z..壬7
ZI， Z2， Z3t Z4 jf~ 同ランクの場合， Z2>Z4>Z3>ZI 
〈大阪府における公益擁能の重要性老考慮した優先順位〉































( 1/5OOOO ) 
図 3.2.6 森林利用区分図〈高槻市〉
-154-




















地域類型 | 衛星都市 | 近郊都市 | 近郊農山村







































































































































































































































































































































































ランク¥主成分 第 1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分
〈木材生産〉 〈水源語養〉 (保健休養) (国土防災〉
5( 5.6) 9( 10.0) 18( 20.0) 
2 13( 14.4) 5( 5.6) 2( 2.1) 8( 9.2) 
3 6( 6.7) 8( 8.9) 5( 5.6) 21( 23.3) 
4 5( 5.6) 8( 8.9) 7( 7.3) 12( 13.3) 
5 9( 10.0) 3( 3.3) 5( 5.6) 6( 6.7) 
6 6( 6.7) 8( 8.9) 6( 6.7) 3( 3.3) 
7 19( 21. 1) 3( 3.3) 20( 22.2) 8( 8.9) 
8 18( 20.0) 16( 17.8) 27( 30.0) 9( 10.0) 
9 6( 6.7) 17( 18.9) 13( 14.4) 
1 0 3( 3.3) 13( 14.4) 10( 11.1) 
-ー...-.ー
ーーー. -・・ー 吋ーF守司・・・・・ー・・ー・・ー ーーーーーーーーーーーー---ー『ーーーーー E ・.-，.....---ーーーーーーーーー田ーー埠--ーー・・ー























































































第 1主成分 第 2主成分 第3主成分 第4主成分
(木材生産〉 (水源緬養) (保健休養) (国土防災〉
65( 48.1) 42( 31.1) 2( 1.5) 64( 47.4) 
26( 19.3) 14( 10.4) 5( 3.7) 13( 9.6) 
12( 8.9) 7( 5.2) 12( 8.9) 38( 28.1) 
9( 6.7) 13( 9.6) 3( 2.2) 19( 14.1) 
7( 5.2) 18( 7.4) 13( 9.6) l( 0.7) 
2( 1.5) 7( 5.2) 4l( 30.4) 
5( 3.7) 14( 10.4) 9( 6.7) 
3( 2.2) 9( 6.7) 22( 16.3) 
I( 0.7) 10( 7.4) 28( 20.7) 
5( 3.7) 9( 6.7) 
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計画区 木材生産 水源画養 保健休養 国土防災
豊能 152(23.0) 392(59.2) 60( 9.1) 57( 8.6) 
三島 239(54.4) 58(13.2) 57(13.0) 82(18.7) 
河内 151(27.1) 32(13.0) 90(16.2) 282(50.6) 
長野 216(37.0) 115(19.7) 17( 2.9) 235(40.3) 
泉南 129(20.3) 254(40.0) 179(28.2) 72(11. 3) 
・ー 一ー一一一一一一 一層 ー---ーーー----------ーーーー一一一品ー-- --ーーー-- - -ーー-ーーーーーーー----一一世ーー





































































































































































































クラメーション(Rec I ama t i on)を取入れ，跡地利用を含めた総合的な保全計
画の作成が試みられている. (糸谷正使:京阪神大都市国立おけるリクラメー





























































































































































一-1 )j --一一一一一一・--1 林産物
共同施業団地地場内生産要素 I~収入
の効率的経営のシステム化…業 一葉効率の追求 規模の追求 | 
営林サービス 営林粗収入 | lL 0 'PI''P1'P.A. I I 













































































































表4. 1 . 1 轟林と林業に対する意識の数量化皿類カテゴリスコア
アイテム カテゴリ 反応殻 第 1軸 第 2輔 第 3輔 第4軸
拡 大 36 -0.2986 -0.0760 ;'3.込109'6 鳳1".4834
経営に対す 多 角 化 13 -0.4766 S.覇権基証 -0.6546 tt'5693 
る姿聾 雄 持 335 ー0.3834 -0.3378 0.4993 0.1792 
縮 33 5，{Q3事2 0.0408 -0.7501 0.1496 
木材生産 201 -0.0816 -0.1173 -0.9566 -0.9603 
林産物生産 135 -0.0755 0.3774 0.5643 ~2:~:O主13
森林と林業 水源緬養 156 -0.0892 0ー.2853 :;L1951 0.5966 
の慣能民対 山地災害防止 184 -0.0334 -0.1032 -0.0412 0.2275 
する認識 野生生物保護 110 0.0676 0.2721 '0196 1¥  ~T~2S-95 
景観保全 184 -0.0316 -0.0264 0.5871 0.7472 
公害緩和 123 事 0.2157 -0.2271 -0.9224 ;!I-6311 
保健休養 70 0.2197 0.0426 :~:2 二 .6497 L:392量晶司:
森林の保全 分収林制度 80 0.1792 0ー.0775 0.1624 幽0.0558
に望ましい 施業委託制度 136 -0.0879 -0.0810 -0.3454 -0.0565 
制度 補助金制度 97 -0.2532 0.5203 I~o.語翻耳 石 -0.7220 
森樟信託制度 59 0.3400 0.1645 d正23甜 0.1547 
















類 型 小規模 中揖模 大規模
意識特性
規 模 1 ha 1- 5- 10- 50- 100ha 
未満 5 ha 10ha 50ha 100ha 以上
経営の取り組み 積極的 O O O 
(第 1軸〉 国』ーーーー由ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー---甲『ー平ー 再曹唱早明ー-ー唱.-ー-
消極的 O O O 
経営の方向 多角化 O O 
〈第2軸〉 ー一一←一-唱ー-- -、 唱-・ 『・←ー・ 唱・.- ・_.・E 唱・ ・ - 咽E司 唱・F 唱・F ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー
雄 持 O O O O 
轟林利用の意語 韓合的 O O 
〈第3輔〉 ーー副島ー~-~-ーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー『ー『ーーーーー
部分的 O O O O 
轟体損能の詔議 公益的 O 
(第4輔〉 ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー」守ー・ーーーーーーーー ーー『ーーーーーーーー

























































林業振買地域 人工林宰 設定面積 設定率・団地教 平均面積
河内長野市 68 4632 63 15 309 
『国司 槻 市 43 2260 50 7 323 
泉南東部 58 3492 61 13 269 
南河内東部 70 3035 64 11 276 











表4， . 1 .4， 社会的協業・分業の居間モデル
発展段階 初期段階 中間段階 最終段階
跡地の形態 零細埋模，分散 中蝿模，団地化 大規槙，集団化
ーーーーーーーーーーーーーー一一一司ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー晶占一一一ーーーーー 』ーーーーーーーーーーーーーーーーー
協業方式 生産轟樟組合制度 森林信託制度 轟林生産法人
借地林制度
ーー』ーーーーーーーーーー『ーーーーーー ーーーーーーーーー一一千ー，ーーーーーーー - --ーーーーーーーーーーーーー『早ー -・ド 4・ a・』 ・・ F・』咽-司.骨 _.・・ 唱・ ・P 唱・ー ・ー ・ 圃ー .-圃 司圃.
営林主体 林家 生産轟棒組合 轟棒組合
生産轟林組合 轟樟組合
」唱恒『ーーー-- --ーーーー』一一一『〒 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-- ーーーー・晶-ー『ーーーー『ーーーーーー ーーー--ーーーーーーーー・.-由ーー

















































































































































































































































































































公的規制 公的協力 公的管理 公的担保
保安林制度分収造体公営林助 成
公益林施業分収育林公有体補 助
























































































































































































































































属性 区 分 母数 反 対 条件付賛成 賛 成 不 明
農林業専業 123 20.3 42.3 9.8 27.6 
職業 農林業兼業 115 18.3 45.2 10.4 26.1 
会社員等・ 207 21.3 34.8 9.7 34.3 
30代以下 59 13.6 40.4 15.3 30.5 
年齢 40-50代 245 19.5 40.0 9.4 31.0 
60代以上 224 21.4 34.8 8.9 30.8 
所有 1 ha未満 191 17.3 30.4 11.5 40.8 
規模 1 -2 0 ha 255 21.6 45.5 8.2 24.7 
20 ha以上 58 25.9 43.1 13.8 17.2 



















属性 区 分 分収林 施業委託 補助金 轟体信託 不 明
農林業専業 13.8 33.3 26.8 11.4 36.6 
職業 農柿葉兼業 14.8 25.2 16.5 12.2 46.1 
会社員等・ 15.0 25.1 16.9 10.6 48.8 
30代以下 13.6 25.4 13.6 15.3 52.5 
年齢 40......50代 14.3 22.4 21.2 11.4 51.0 
60代以上 16.1 29.5 17.0 9.8 49.1 
所有 1 ha未満 13.6 15.2 9.4 11.5 63.9 
規模 1 --2 0 ha 15.7 27.8 22.4 11.4 44.7 
20ha以上 19.0 56.9 39.7 12. 1 17.2 




















身近な目提の 休息の場を提供する 46.8 







参加したことの 緑化啓発コンクール 1.8 







清掃などの奉仕活動 17 .9 
参加したいと 緑化啓発コンクール 7.8 






力をいれるべき 自然環境保全地墳の買い取り 12.2 
保全施聾 自然保護運動に対する援助 19.3 
〈轟跡を含む自察 自然保護啓発の活発化 12.7 




















































地域類型 緑被率・ 保全対象 棲能・・ 保全施聾
中核都市 4.6% 都市公園 市街地緑化の推進
社寺林 都市公園の整備
保存樹木制度の活用
衛星都市 16.7 屋敷林 国土防災 市街地掃化の推進
( 6.7) 森林 環境保全 緑地保全地区の指定，買取り
(93%)・・ 保安林指定の拡大，整備
森林信託制度の活用
近郊都市 54.9 森柿 国土防災 森林公園〈府民の轟〉の整備
(41.5) (72%)・・ 保健休養 自熊環境保全地域の指定，買取
木材生産 保安林指定の拡大と整備
公益林施業計画制度の活用
近郊 88.0 森林 水掠緬養 保安林指定の拡大と整備


















































年度 府拠出金 寄付件数 寄付金額 運用益
58 5000 1448 5068 387 
59 10000 307 13129 1037 
60 5000 230 10560 1809 
61 5000 7242 















































































数」は，経済林公益体生産変換問教 F(Q8， QS) = [として求められ， r経梼
林公益樟生産変換曲盤』となる(第 I象隈). 
この生産変換関数 F (Q8， QS) = 1は，経梼株生産関数 Q・=f8(1)と































































ることになる.たとえば，点kの組合せ(Ql・， Q15) でも，点hの組合せ (Q



































































































林生産変換曲緯 F (Qo， QS) = 1と経梼跡公益林等効用曲韓U2との接点Eで
Q・
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林蓄積をそれぞれ ei及び S とす石と，この関係は次式で表わされる.
lli=U (ei， Si) ( 1 ) 
この全部効用 U は経済樟蓄積 e ないしは公益林蓄積 s のいずれか一方を一定
水準に保っておいて，他のいずれか一方のみを増加させると，一般には増大す石
と考えられるから，次の関係が成り立つ.
a U a u 
> 0， >0 (2) 




w=w (Ult …U i ，… U n) (3) 
この社会的事林効用関数Wは，国民各人の轟体に対す奇効用が不変で，あ-'5特



















a u a U i 
> 0， く O (5 ) 



























H=W (Ul (el， $1)，・・ Un(en， $n)) 
+λF (e 1 +・・・ +en， SI+・・・+S n) 
であるから，この式の極大条件
aH aH aH 
←一一=0， 一一一 = 0， 一一一 =0 
a e a $ a λ 
を求め， λを消去すれば，最適解として
a U1/a SI a Un/a Sn 
ーー. ・・・ ・ー





を得る.上式左辺の (aUi/a Si) / (a Ui/a ei)は，個人 iが轟樟の経
済的利用を追増する代わりに公益的利用を断念してもよいと考える場合の轟悼の
経梼効用と公益効用の比を表わしているから，それは森樟の程祷的利用に対する


















































轟林横能 上限値 下隈値 |利用区分・
木材生産 24557 6500 17864 
---・ーーーーー--ーー ーー『ーーーーー『・ー『ー甲ーー-ーーーーー』守ー--司園 - -ーーーーー-ーーーー--
水源緬養 18841 10100 17168 
国土防災 23067 4900 8120 
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